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※ この様式は、原則として、参考様式第２９及び参考様式第３２の別添２に記載した細要素事業ごと
に作成してください。

※ 「全体事業費」は、細要素事業（当該細要素事業と一体不可分な事業を含む。）について、
全体事業期間を通じての全ての事業費を記載して下さい。

※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

全体事業費 ３４９，６００，０００円

　名取市の中心市街地である名取増田地区は、古くから歴史を刻んできた街で老朽家
屋が密集する地区であり、地区のランドマークであった増田公民館、市図書館が全壊
するなど甚大な被害を受けた。また、歴史ある増田商店街においても、１０２戸のう
ち２５戸が廃業に追い込まれ中心市街地としての機能を喪失するほどの大きな被害を
受け、地区住民の日常生活に大きな影響を及ぼし、地域活力の低下を招いている。
　名取駅前復興市街地再開発事業は、核テナントとなるスーパーマーケットや地区に
不足しているクリニック等の誘致に併せて、図書館と増田公民館を再開発事業区域に
集約し、エリア内のにぎわいと活力を取り戻すものである。また、高度利用地区とし
て整備する当事業は、立体的に空間を有効活用するため公共用歩廊を設置し、２階か
らの出入りを可能とする。
　そのため、公共用歩廊とJR名取駅にある既設の東西自由通路と接続する歩道橋を整
備することで、回遊性を高め、再開発施設の更なる利用を促すとともに、駅周辺地区
を一体的なものとし、地域の活性化及び賑わいの創出を図る。加えて、歩行者の安全
性の確保や緊急災害時の防災機能の役割りを果たすなど、地域環境の機能を向上させ
る。
　そのため、歩道橋を整備に係る事業費を措置するもの。
　
【基幹事業との関連性】本事業は、基幹事業「名取駅前復興市街地再開発事業」で整
備する再開発施設の利用促進及び施設内の一時避難所への安全な避難誘導を図るた
め、実施するもの。

【事業内容】再開発施行地区内に新設する公共用歩廊からJR名取駅に既設する東西自
由通路まで、延長68.0ｍ、幅員4ｍの歩道橋を整備するもの。平成30年度は橋脚柱設
置工、鋼橋上部架設工、歩道橋仕上工を行う。

【事業年度】　平成２９～３０年度

【事業費】平成３０年度　177,500,000円

【事業費】
平成29年度事業費　　　172,100,000円
（内訳）　工事費　　  170,300,000円
　　　　　監理費　    　1,800,000円
平成30年度事業費　  　177,500,000円
（内訳）　工事費　　  175,000,000円
　　　　　監理費　　  　2,500,000円
計　　　　　　　　　　349,600,000円

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号

要綱上の
事業名称

復興地域づくり加速化事業

細要素事業名 　名取駅前復興市街地再開発事業関連歩道橋整備事業


